































　2013年3月にネパールスタディーツアーを行った。ツアーでは，ネパール教育省Higher Secondary Education 
Boardのビル・グルン氏による講義「ネパール教育の全体像」を皮切りに，公益財団法人日本農業研修場協力団（JAITI），




































































に経済学者が主導する数量的概念が導入されて，ラテンアメリカのLatin American Major Project for the Expansion 













































　ESDの2000年代の進捗状況としては，日本の信託基金による状況評価，ACCU（Asia-Pacific Cultural Center 
for UNESCO）-UNESCO地域セミナー，インドとドイツでの国際会議，ユネスコ，国連大学，ERC（European 
Research Council），宮城教育大学による評価に関わるワークショップ開催と「HOPE （HOlistic, Participatory and 
Empowering）評価枠組み」の提唱および国際フォーラムの開催があった。2009年には「HOPE2009 東京宣言」が発
表され，ESD指導者の現場への関与，意思決定者と政策立案者の協働を提唱した。草の根のグループによる活動や国際会






















“Tales of Hope III ― EFA-ESD Linkages and Synergies”Asia-Pacific Cultural Centre for UNESCO, 2012
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